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平成２９年度事業概要 ～転流工を本格施工へ～

新丸山ダムは、美濃加茂市や坂祝町等に甚大な被害を及ぼした昭和５８年（１９８
３年）９月の洪水を契機に建設着手した既設丸山ダムの再開発（嵩上げ）事業です。

木曽川の洪水調節及び水力発電の増強と河川環境の保全を目的としています。
これまで、地域の皆様のご理解とご協力を頂きながら用地補償や地質調査、水没道

路の付替工事などを進めてまいりました。さらに、昨年度からは「転流工」というダ
ム本体工事の開始に備えて洪水時の木曽川の水を迂回させるトンネル水路工事に着手
しました。

平成29年度は、転流工工事の本格化、付替県道井尻八百津線を開通するとともに
付替国道418号等の工事を推進します。また、県道大西瑞浪線の用地取得に着手し
ます。

流域の安全・安心の確保と地域の発展のため、早期のダム本体着工、完成を目指し
て、ダム建設事業を着実に推進してまいりますので引続き皆様のご理解、ご協力をお
願い申し上げます。
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丸山ダムから新丸山ダムへ

ダム天端 ＥＬ.190.0m

発電容量
1,822万㎥

堆砂容量等
4,113万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL.188.3m

常時満水位
EL.179.8m

最低水位
ＥＬ.170.8m

洪水調節容量
2,017万㎥

<丸山ダム>

洪 水 調 節洪 水 調 節

流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持

発 電発 電

木曽川の洪水から地域を守り、安全性を向上します。

木曽川の渇水時、既得用水の取水の安定化及び河川環境を
保全します。

既設の丸山発電所と新丸山発電所の発電を増やします。

ダム天端 ＥＬ210.2m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL.186.3m

ＥＬ.179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ.170.8m

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7,200万㎥

堆砂容量
4,113万㎥

不特定容量
1,500万㎥

発電容量
1,822万㎥

<新丸山ダム>

洪水調節容量を
約3.6倍に増強

発電利用落差が
6.5ｍ増加

<しんまるくん>



主な事業及び実施箇所

平成28年度 平成29年度 主な事業内容

多目的ダム
建設事業費

(億円)
３４．３

(億円)
５１．２

転流工（トンネル、ゲート製作）、付替県道井尻八百
津線や付替国道418号の工事進捗を図るとともに新管理
所を建築します。また、付替県道大西瑞浪線と付替国道
418号（飯地地区）の用地取得に着手します。

<平成29年度の主な事業>
①事業費及び主な事業の内容

②主な実施箇所

転流工

工事用道路
（転流工進入路）



新丸山ダム工事事務所１階展示室にありま
す「事業説明パネル」を3月末にリニューア
ルしました。

平日8:30～17:15の間は、どなたでもご
覧いただけますので、近くにお越しの際は、
ぜひ当事務所にお立寄り下さい。

当事務所展示室がリニューアル

平成２８年度末 工事施工状況

ダム周辺
・新管理所（施工中）
・付替県道井尻八百津線（施工中）
・転流工（施工中）

八百津町潮見
・付替国道４１８号

新管理所（施工中）
（受変電室棟完成）

付替国道４１８号
土工部（施工中）

東→西

付替県道井尻八百津線（２つの橋梁が完成）

転流工（施工中）

転流工吐口部計画地


